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写真は 前列向って左から晴れの表彰を受付た
長田、赤川1、簡熊、組城、指万
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こ
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か
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火
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乙
と
巻
、
よ
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理
解
し
て
一
げ
ら
れ
ま
す
。

い
た
だ
貯
た
よ
う
で
す
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一
し
か
し
、
乙
れ
に
も
収
穫
時
の

鼠
食
評
価
の
方
法
は
①
光
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②
粒
一
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燥
方
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、
水
利
の
乙
と
な
ど
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揃
い
⑨
香
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④
う
ま
味
⑤
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ば
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一
問
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も
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り
ま
す
が
、
潮
風
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⑥
舌
ざ
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①
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、
の
七
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ひ
、
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。
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れ
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ら
れ
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簡
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野
一浦
田
銀
ムハ

樋
渡
卓
偉
末
次
タ
一
二
児
山
ナ
カ
ヱ
吉
田
信
範
一
キ
ク

藤
本
満
二

関
原
七
郎

一

ら
び
に
優
良
保
険
税
納
税
組
合
の
一す
。

(
敬
称
略
)

一徳
得

江
崎
与
三
郎
中
島
タ
ケ

一ツ
キ
正
宝
ツ
キ

桃
原
八
百
造

一本
竹
鶴
作

北
岡
セ
イ
河
内
好
一
梶
原
秀

樹

岩
本
君
枝
中
山
房
一

表
彰
式
ぞ
十
月
三
十
日
午
後
二
時
一

一
小
浦
マ
キ

川
原
一
三
岳
マ

一

田
中
ナ
ヲ
藤
岡
襲
精
子

岡
一
市
今
里
モ
ト

田
中
シ
ゲ

一子

後
藤
文
四
郎

馬
場
茂
七

一

か
ら
中
央
公
民
舘
で
行
な
い
ま
し
一

健

康

者

(
被

保

険

者

)一

ツ

宮

本

霊

申

尾

コ

ノ

御

一元
ず
み
え

大
砂
カ
ノ
鹿
好
子

一箕
田
花
枝

川
添
シ
ズ

宮
崎
元

一回
申
書

吉

野

草

杉
本
フ

一

た
。
と
の
日
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
一
五
年
間
完
納
無
給
付

の

部

一厨
国
雄

平
場
ト
ヱ

山
口
〆
ブ
一
川
添
輝
良
水
間
ウ
メ
ノ

山

一
一
郎
山
本
サ
ダ
松
尾
晴
雄

一ヂ

大
坪
松
次

小
林
盛
次

上
一

る
被
保
険
者
な
ら
び
に
保
険
税
納

一
辻
徳
市
伊
川
英
治
御
園
ャ
一

永
田
一
吉

朝
畏
シ
ナ

西
武

一口
専
一
回
附
ミ
ツ

清

水
惣
次
一山
口
キ
ミ
山
下
房
雄

沢
島
カ

一回
絢
子

中
山
春
千
代
松
尾
磯
一

税
組
合
代
表
者
を
日
じ
め
、
市
長
一
ス

吉
村
春
一
校
三
木
源
太
郎
一

ハ
ル

清

原

フ
サ

森
豊
吉

久

一郎

申
尾
勝

郡
徳

子

清

水
利

ア

大

川
内

一
郎

小

川
操

松

一

溝
口
直
作

池
田
秀
男
渡
辺
一

ほ
か
関
係
者
、
医
師
会
代
表
ら
約一

R
隊
一一郎

入

口
好
太
郎
山
口
一
米
原
シ
マ

一戸
塚
勝
太

藤
田
ト
一八
精
一
読
書

石
井
石
作

島一
尾
正
人

野
口
も
と

井
石
登
志一
仁

成

山
イ
シ

原

口
幸
市

本
一

二
百
五
ト
包
ポ
出
席
、
大
村
市
長
一久

恵

一

ミ

申

野

博

之

田

中
清一

郎
一
回
石
次

吉
田
周
作

森
山
タ
キ

一枝

富
永
勲

山
口
邦
一
笹
田

一回
多
事
夫

満
井
良
作

半
田
忠
一

の
祝
辞
が
あ
り
、
つ
つ
い
て
昭
和
一

一
年

間
完
納
無
給
付
の
部

一黒
川
源
三
郎
中
島
次
郎

島
久

一

井
手
政
市

吉
川
進

事
々
津

一勇
雄

東

春
助

吉
田
初
一

回
一夫

一

瀬

乙

次

川
尻
勝
市
回
一

三
十

一
年
度
か
ら
昭
和
三
十
五
年

一浜
口
イ
チ

馬
場
降
一
畑
中
正
手

露

呈

浜

口
ス
ヱ
子

一

貫

木

下
内
蔵
太
雄
鹿
静
夫
一申
禿
敏
早
川
友

一

早
川
高

一代
春
治
楠
本
福
一
原
口
貞
子
一

度
ま
で
五
年
間
、

な
ら
び
に
昭
和
喜
浜
崎
タ
ケ

浜
口

操

自

云

永
正
一
堀
マ
ス
ヱ

松

尾
用

l
l
il
i
-
-
i
j
一

木
村
市
次

南
清
市

今
利
伊
一

三
十
五
年
度
一

年
間
納
期
内
に
保
一
モ
セ
山
川
サ
ノ
樋
口
茂
生

一
作
戸
島
ツ
ギ

三
浦
エ
イ

山

二
勢
吉
北
村
儀
作

千
代
村
由
太
一

一

一

E
・

秋

の

花

き

一一

一

険
税
帯
完
納
し
、
一
回
も
給
付
を
一井
上
精
一
次

出
口
繁
市

浅
井
常
一浦
マ
ス

山
浦
シ
マ
原
順
一

展

・

一一
郎

猪
股
力
ツ

長
岡
秋
人

吉
一

受
け
な
か
っ
た
被
保
険
者
二
百
八一

男

前

田
栄
子

吉
岡
栄

山
田
一十

山

市

太

郎

薬

害

福
田

き

.

展
は
十
一

月

二
塁

載

堀

田

恭
源

森
万
作

一

山
下
雲

中
村
諮
問

中
村
一婦
人
会

議

納
税
組
合

下

杭

十
八
世
帯
と
、
昭
和
三
十
五
年
度
一雲

山
口
苦

情

口

シ

メ

一咲
子

一ニ
原
器

産

留

太

郎

問

・

±

戸

か
ら

…一
宮
本
善
次
郎
竹
下
健
造

辻

田
一警

察

リ
ク

楠
本
太
郎
次
一
塁
納
税
組
合
池
回
納
税
裂
口

申
優
良
な
保
険
税
納
税
組
合
一二
十

育

長
行
芳
井
ヒ
代
八
田
中
八

一

辻
本
サ
ダ

荒

木
ウ
メ
ノ
上

秋

一

一一百
問
中
央

一一

ツ
ル
桑
原
馬
次
郎

北
川
ナ
ヲ
一

新
ケ
江
辰

一
山
口
訣

一

古

賀

島

納
税
組
合

杭

出

議

九
団
体
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
表
一郎

井
原
英
市

坂
本
マ
チ
ヱ
一
野
丈
市

峰
ア
ザ
ヱ

佐
生
ノ
ブ

一
一

川
添
博
之
前
山
ツ
ヤ

山

口

一

優
良

保
険
税

納
税

組

合

一
税
組
合
坂
口
納
税
組
合

荒
瀬
納

彰
状
と
記
食
品
が
市
長
か
ら
贈
ら
京
口
ソ
ト

一
瀬
浦
市

大
久
保
一
小
川
明
迎
良
道

西
震

次

公

民

舘

で

開
か
れ
丹

一
一貞
成
寺
井
喜
久
馬
小
玉
覚
次
一一
郎
舟
津
婦
人
会

内

内

婦
人
会

一税
組
合

宮
代
婦
人
会
田
下
婦

れ
ま
し
た
。

一
ナ
カ
永
野
実

渡

辺

栄

寿

回

一

富
永
喜
代

一
木
寺
房
太
郎

精

乙
め
て
育
て
ら
れ

一
一

成
瀬
政
市
朝
長
儀
作
山
田
一

釘
ノ
顕
婦
人
会

硯
出
石
婦
人

一人
会

中
岳
婦
人
会
原

南
川

そ
の
あ
と
県
保
険
課
長
、
大
村
一崎
米
作
森
サ
イ

一一一島
ト
メ
一

今
村
シ
メ

浦
川
リ
ツ

中

野

広

義

、

ら

ん

、

盆

栽

な

一
一重

要

治

深

川

イ

ツ

山
一

会

意

婦

人

会

撃

下

婦

人

石

黒

木
婦
人
会

大
川
田

黒

市
議
会
議
長
、
医
師
会
長
の
お
一瀬
楠
源
治
長
山
栄

勝
城
芳
夫
一
一
久
田
松
ヤ
エ

田

添
艶
子

ど

九

百

鉢

が

出

品

さ

一
一上
寅

一

小
佐
々
政
雄
御
厨
虎
五

室

長

人
会

下
久
原
四
一丸

草
摘

野

田

立

福

寺

弥

祝

い

を
と
ば
が
き

、

被

表

彰

一

雲

与
三
橋
本
語

水

洗
一坂
口
七
之
助
小
林
円
松

坂

目

差

し

た

。
菊
の
祐

一
一
審
梶
原
キ
ク
ヱ
大
久
保
真

懐

石

大

市

通

り

本

町
二
丁
目

一撃

童

話

雲

寺

霊

代
表
し
で
志
摩
一
二
郎
氏
の
謝
一福
松
田
申
半

一

塁

走

一

丈

一

間

シ

ゲ

梅

原
ヒ
サ

の
番
の
た
だ
よ
う
場

一一
美

大

一戸
籍

若

林

リ

ヱ

秋
一
下
波
止
婦
人
会
札
ノ
町

若
葉
一本
婦
人
会

合

内
を
見
事
な
出
来
栄

一一富
秋
男
児
玉
ツ
ヤ

一
瀬
マ
ツ一
納
税
組
合

華

婦

人

会

箕
島一

(保
険
衛
生
課
)

え
に
感
心
し
な
が
ら

一
鉢
一
鉢
熱
心
に
観

賞
す
る
参
観
者
で
期

間
中
に
ぎ
わ
い
ま
し

た。

健
康
者
一
一八
八
世
帯
と
優
良

(二〉

納
税
団
体
一二
九
団
体
を
表
彰

(矛301号〉りよ大 村市政だ(毎月1日.10臼.20日発行〉

， 、
ミ
r 
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(三)
(五)
(メ)
(二)

【
水
稲
】

稲
の
架
干
し
は
大
体

一
四
l

五
日
で
よ
く
、
晴
天
が
数
日
つ

つ
い
た
後
に
取
り
入
れ
、
脱
穀

し、

む
し
ろ
干
し
を
二
i
三
日

行
な
い
、
籾
の
水
分
が
一
四

%

以
下
一
三
%
程
度
ま
で
乾
か
し

て
か
ら
籾
摺
り
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
ろ
。

な
が
す
ぎ
る
架
干
し
は
品
質

や
悪
く
し
ま
す。

門
麦
】

裸
要
の
播
種
の
適
期
は
十

一
月

二
十
日
ご
ろ
ま
で
、
小
要
は
十

一
月
末
ま
で
で
す
。
急
い
で
ま

き
ま
し
ょ
う
。
適
期
を
す
ぎ
た

場
合
は
一一一
日
お
く
れ
る
ご
と
に

一一

O
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
〈約
一
合
)

ぐ
ら
い
培
し
て
支
き
ま
し
ょ
う

門
み
か
ん
】

秋
の
一
元
肥
は
、
気
温
の
低
下

と
と
も
に
肥
効
が
悪
く
な
り
ま

ず
か
ら
、
前
旬
に
引
つ
づ
き
は

や
く
施
し
ま
し
ょ
う
。

普
通
温
州
の
収
穫
時
期
で
す

果
実
の
採
取
は
、
は
や
い
程
、

樹
勢
の
回
復
も
早
い
の
で
、
着

色
の
鰐
り
次
第
、

収
穫
ぞ
始
め

ま
し
ょ
う
。

採
取
上
の

一
般
的
注
意
と
し
て

①
結
果
過
多
の
樹
か
ら
先
に
採

る
。

②
留
を
付
け
な
い
よ
う
に
注
意

進

】
十
一

月
一
日
自
衛
隊
創

戸打

】

立
記
念
行
事
と
し
て
陸

中

】

上

自
衛
隊
大
村、

竹
松

市
】

，

の

凶

岡

部
隊
は
大
村
公
園
か

隊

】
ら
大
村
邸
隊
ま
で
隊
員

衛
M

ご
干
名
、
車
両
二
百
台
一j

自
M

に
よ
る
市
中

露

呈

な
い
ま
し
た
。

川

ぺ

ho
J
六
日
一
dJ
J

一一
J
1
反ふ

観
閲
台
は
西
三
城
町
三
叉
路
に
設

一
切

f
仁
川

:
r
u
yN一一f
j
kh
f
¥バ
h
r
υ
1
λ
引

け
ら
れ
、

大
村
、
竹
松
両
部
隊
長

一
一-u円・
urツ
UIhJ山口
i

一日I山JrJ511rfLJrJH(ji--…
γ
{
い

hr
y
kkr1・一UYハ
r
?川三
H
A
-
-
J

ム;

を
は
じ
め
、
大
村
市
長
、
森
市
鶴

会
鵠
長
、
山
口
大
村
普
察
署
長
ら

が
観
閥
、
歩
武
堂
々
の
行
進
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

(写
真
は
自
衛
隊
の
市
中
行
進
)

三
才
児
の

健
康
診
断

本
年
か
ら
全
国
的
に
毎
年
実
施

/べム ム 下 いのの

重義簡表話。事き
品 るしり希
一大十十乙貸申望
国村日二と付しの
庫市ま月 6審込か

襲霊で百号苦令在
師事かまよく
済らすりだっ
所 。却さぎ

望号おZを露五星露費整色
指てしでと育はじを担~た
週 、もや三た毎にるび

善z響音量購克。雲寺産量
麗結的ず な 発 幼 晦 下が栂
を県健 べ 時遥年 ず 三三 施 祉
行に康 て 期 の 児 る 芸行法
な基診ので 面が 乙児 さ の
与き 査三 あか、 と の れ -
f.)、嘉才りら身 に健 て部
め 適 柔 児ま 、体 な康国 を

ム ム知め子し‘ 当
料 三 月対らにさま 当ヱ
金十 一 象吾、んす市市
は日日者し ぜ がの セで
無まか まひ立で円 、
積でら昭す 受 杯 、ろは
ゼに 三 和 。診にあぎ 27
す生十 三 さ 白成なのロ
室 三 十 れ 長 た日 ロ
fi年 二 るさ が程 か
た 十 年 よ れた空 』
幼 ー 十 うる の 実 D
J足月 二 おた お 施

12 11 11 __ム
月 303029 28 4 月 1月実 日
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日時日 日
松福竹 萱 場

l保原重松瀬 鈴 三揖 所
3健出出出出 閉 浦 附
所 3長揖強 積 回
手附附所附 震 損 時

所附 間
ム山 1 9 10 10 の
定歩 l l 1 l 1 9 順e 4 12 3 3 時)

揚
者
国
債
で
生

一
資
金
を
貸
付

揚
者
給
付
金
国
庫
債
券
を

で
す
。

る。
①
二
回
ぐ
ら
い
に
分
け
て
附
槌

ず
る。

④
果
梗
部
は
短
か
く
切
る
。
な

ど
で
で
す
。

ま
た
、
と
く
に
貯
蔵
用
は
採

取
が
お
そ
く
な
れ
ば、

浮
皮
が

多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
時
期
が

お
く
れ
な
い
よ
う
に
と
く
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

門
馬
鈴
し
ょ
】

収
穫
さ
れ
た
、
い
め
は
良
く
風

乾
し
て
貯
蔵
し
ま
す
。

ソ
1
カ

病
そ
の
他
の
病
い
も
が
混
入
さ

れ
る
と
腐
敗
の
原
因
や
商
品
価

値
も
お
ち
ま
す
の
で
じ
ゅ
う
ぶ

ん
選
別
し
ま
す。

【
え
ん
ど
う
】

4
日

保
健
耐
(
中
央
小
学
校

地
区
)
m
J
3

保
健
所

(
西
大
村
小
学

校
)
m
l
3

5 
日公

売
お
知
ら
せ

日
日
・
動
産
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
、
差
押
え
た

動
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公
売

に
付
し
ま
ず
か
ら
、

買
受
希
望

者
は
当
日
定
刻
ま
で
に
、
印
鑑

持
容
の
う
え
ど
参
加
く
だ
さ
い

ム
日
時

十
一

月
二
十
九
日

午
後

一
時
か
ら
二
時
ま
で

ム
公
売
場
所
前
役
所
税
務
課

ム
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

ム
公
売
保
証
金

見
積
価
額
の

百
分
の
十
以
上

ム
代
金
納
付
期
限

十

一
月
二

十
九
日
午
後
三
時

会

売

物

件

ム
電
気
蓄
音
器

一
ム
イ
ン
ク
七

十
八
ム
置
時
計
二
ム
ラ
ジ
オ
ニ

ム
自
転
車
四
ム
陳
列
側
一
ム
ミ

シ
ン
一

ム
計
量
器
二
ム
三
相
誘

導
電
動
機
七
・
五
馬
力
一
ム
電

気
ス
タ
ン
ド
一
ム
整
理
箪
笥

一

ム
丸
火
鉢

一
ム
人
形
ケ
1
ス一

ム
瞥
光
灯
ニ
ム
電
気
自
動
炊
飯

え
ん
ど
う
の
花
芽
分
化
は
掃
極

一

後
三
O
I
明
O
日
で
あ
る
か
ら

一

と
の
と
ろ
か
ら
同
耕
除
草
と
同

一

時
に
第
一
回
の
砲
肥
を
行
な
い

一

ま
す。

支
位
は
良
品
の
収
種
に

一

大
き
い
膨
響
が
あ
り
ま
す
の
で

一

軍
備
し
て
お
き
、
国
立
に
立
て

一

ま
す
。【玉

ね
ぎ
M

中
甲
高
、
泉
州
黄
は一

一
月

t
一

一
二
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
定
植

一

し
ま
す

om植
は
減
収
の
原
因

一

と
も
な
り
ぎ
す
の
で
、
昨
幅
三

一

0
セ
ン
チ
株
間

二一
セ
ン
チ
内

一

舛
に
定
植
し
ま
す
。
玉
ね
ぎ
は

一

燐
酸
の
四
牧
力
が
大
き
く
、
肥

一

大
に
影
響
が
あ
る
の
で
三
雲
竺

を
適
正
に
掘
し
ま
す
。

一

部
一

A
鏡
台
一
ム
風
呂
町
側
一
ム

電
気
コ
ン
ロ
一

ム
本
箱
一
ム
タ

ラ
イ

一
ム
茶
棚、

一戸
棚
各

一
ム

帯
音
器
一

爪
別
、延
機
一(税
務
課
)

九
州
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
九
州
各
地

の
護
者
、
養
護
、
肢

体
不
自
由
児
の
版
容

施
設
な
ど
の
福
祉
施

お

ヘ

を
た
ド
か
-
の
コ
ち
レ
も

設
に
枚
容
さ
れ
て
い
る
薄
幸
の

人
た
ち
に
「
震
の
レ
コ
ー
ド
を

贈
る
運
動
」
を
実
腕
ず
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た
。

乙
れ
は
乙
れ
ら
の
福
祉
施
設

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
文
化
施
設
が

な
い
た
め、

音
楽
の
美
し
さ
、

楽
し
さ
を
分
ち
合
い、

慰
め
て

あ
げ
よ
う
と
い
う
乙
と
で
、

関

係
団
体
、
一
般
レ
コ
ー
ド
震
持

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
乙
の
運

動
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
乙
と
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。

レ
コ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た

で
と
の
運
動
に
と
協
力
い
た
だ

く
か
た
は
、
十

一
月
三
十
日
ま

で
市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
レ
コ

ー
ド
販
売
庖
に
お
持
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
(
福
松
事
務
附
)


